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あぐりスクール（栃木県）ＪＡ佐野  

 

タイトル あぐりスクール              ＪＡ名 ＪＡ佐野   

１ 動機 

（経緯） 

食農教育の取組みとして、次世代対策の観点から子供を地域で育み食を守り、生

きる力を育てる事を目的として開催しています。 

また、農畜産物の生産過程を通じて小学校の枠を超えた仲間づくりを行い世代の

違う地域の人と交流をし，子供たちがふるさとに対する誇りを持ち、豊かな心を

育むことを目指しています。 

 

２ 概要 ＪＡ佐野管内小学生３～６年生約５０名の会員制で年７回のイベントを開催して

います。 

活動内容については下記の通りです。 

・田植え・野菜収穫・市場見学（バス）・稲刈り・料理教室・ＪＡまつり参加など

 

３ 成果 

（効果） 

子供たちの将来を考え人間に必要な豊かな心を習得するため、近年ではなかなか

体験できない貴重な農業体験ができました。 

参加者（親子）との交流が直接図れ、ＪＡ総合事業のメリットを理解して頂き、

利用拡大が自然と図れます。 

今回第２回目の開催になりますが、１回目からの参加者もおり好評です。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

地域団体の協力を受けながら、様々な企画を検討しながら長期間に渡り継続して

開催していくことに効果があると考えております。 

 

 

 

 

 

 

 


